
市

民

意

識

の

高
揚
過
程

露

崎

真

澄

　

v
　
市
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と

　
日
本
に
お
い
て
、
市
民
と
い
う
地
位
は
ど
の
よ
う
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
か
と
g
う
と
、
欧
米
諸
国
、
特
に
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀

に

か

け
て
の
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
革
命
の
結
果
に
よ
る
〃
自
律
的
な
市
民
”
と
い
う
地
位
獲
得
方
法
で
は

な
く
、
地
方
自
治
法
の
市
の
要
件
を
満
足
す
れ
ば
、
市
に
昇
格
し
（
地
方
自
治
法
第
八
条
）
、
そ
こ
に
住
む
住
民
は
〃
市
民
”
と
称

さ
れ
る
（
地
方
自
治
法
第
一
〇
条
）
こ
と
に
な
り
、
権
利
と
義
務
が
詳
細
に
わ
た
り
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
方
自
治

法

と
い
う
「
法
律
の
枠
内
」
で
与
え
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
左
い
の
で
あ
る
。
現
実
的
に
は
、
　
「
住
民
登
録
」
を
し
て
し
ま
え
ば
、
自

動
的
に

〃
市
民
”
と
し
て
の
資
格
は
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
裏
に
は
、
人
間
と
し
て
の
自
我
の
発
芽
を
常
に
摘
み
と
っ
て
き
た

国
家
社
会
優
先
の

思
想
が
市
民
社
会
の
形
成
を
阻
ん
で
き
た
、
と
い
う
事
実
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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2
　
市
民
意
識
の
正
統
的
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

現
在
、
わ
が
国
で
は
都
市
に
R
’
け
る
市
民
意
識
を
次
の
よ
う
に
分
類
・
類
型
化
し
て
い
る
。
0

①⑤④⑤②
都
市
共
同
体
の
構
成
員
と
し
て
．
の
意
識

市
民
社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識

地
方
自
治
体
の
住
民
と
し
て
の
参
加
意
識

伝
統
的

郷
土
意
識

（愛
市
精
神
）

市
民
的
感
情
（
市
民
気
質
）



　

こ
れ
ら
の
五
つ
の
類
型
は
、
あ
く
ま
で
も
理
論
的
な
分
類
で
あ
り
、
現
実
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
五
つ
の
類
型
が
複
雑
に
絡
み
合
い

〃
市
民
意
識
”
と
し
て
現
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
〃
市
民
意
識
”
と
し
て
ど
れ
を
正
統
的
概
念
と
す
る
か
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
は
諸
論
が
あ
り
、
近
江
哲
男
氏
は
⑦
を
、
倉
沢
進
氏
は
②
を
そ
れ
ぞ
れ
正
統
的
概
念
と
し
て
論
述
し
て
い
る
。
日
本
の
歴
史

的

背
景
を
考
え
る
と
、
①
よ
り
も
、
⑦
の
概
念
を
正
統
化
し
た
い
が
、
市
民
社
会
と
い
う
段
階
を
踏
ん
で
い
な
い
日
本
の
社
会
を
考

え

て

市
民
大
衆
社
会
と
い
う
言
葉
を
置
き
換
え
て
、
②
を
正
統
的
概
念
と
し
た
い
。
〔
注
：
共
同
体
社
会
（
前
近
代
社
会
）
か
ら
市

民
社

会
へ
の
転
換
が
ス
ム
ー
ズ
に
ゆ
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
の
み
、
大
衆
社
会
状
況
が
発
達
す
る
。
〕

　
中
間
集
団
が
無
力
感
を
捨
て
、
自
ら
の
価
値
意
識
を
確
固
と
保
持
す
る
社
会
、
つ
ま
り
市
民
社
会
く
大
衆
社
会
の
不
等
式
で
表
わ

さ
れ
る
よ
う
な
社
会
V
の
一
員
と
し
て
の
自
治
参
加
、
市
政
参
加
意
識
を
正
統
的
概
念
と
し
た
S
o

　
注
ω
　
都
市
問
題
　
第
六
二
巻
　
第
七
号
　
　
「
市
民
意
識
の
開
発
と
方
法
」
　
倉
沢
進
を
参
照

　

5
　
市
民
意
識
構
造

　
日
本
の
市
民
意
識
な
い
し
自
治
意
識
と
呼
ば
れ
る
意
識
構
造
を
、
行
動
体
系
と
価
値
意
識
と
を
相
互
に
関
連
さ
せ
類
型
化
し
、
住

民
の

意
識
の

傾
向
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
試
み
が
あ
る
。

　
倉
沢
進
氏

は
、
市
民
意
識
を
自
治
意
識
な
い
し
市
政
関
与
意
識
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
、
こ
れ
に
価
値
意
識
を
ク

ロ

ス

さ
せ
図
式
化
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
彼
は
、
　
「
望
ま
し
い
の
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
地
域
社
会
へ
の
志
向
で
あ
る
特
殊
主
義
的
な
愛
市
精
神
や
、
地
域
社
会
帰
属
意

識

で

あ
る
よ
り
も
、
開
か
れ
た
地
域
社
会
へ
の
志
向
を
ふ
く
む
普
遍
主
義
的
な
市
民
意
識
に
支
え
ら
れ
た
自
治
意
識
な
い
し
市
政
関

与
意
諸
で

あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
o
そ
し
て
ま
た
、
現
代
社
会
に
お
け
る
不
可
逆
的
な
社
会
変
動
の
方
向
で
あ

る
都
市
化
・
流
動
化
が
ま
す
ま
す
進
行
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
、
市
政
関
与
意
識
は
、
ど
う
し
て
も
後
者
、
つ
ま
り
市

民

意
識
に

支
え
ら
れ
た
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
高
揚
の
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
②
と
述
べ
、
〃
市
民
意
識
”
を
本
格
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特
殊
主
義
的
価
値
意
識

（第1図）　自治意識ないし市政関与意識強い

1　本格的市民

　（市民意識に支えられた

　　自治意識）

皿　伝統的地域人

　（愛市精神や地域社会帰属

　意識に支えられた市政関

　与意識）

普
遍
主
義
的
価
値
意
識

自治意識ないし市政関与意識弱い

第7号第62巻注：都市問題

的
市
民
と
い
う
ー
の
タ
イ
ブ
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
奥
田
道
大
氏
は
、
地
域
社

会
の

分
析
枠
組
と
し
て
主
体
的
・
客
体
的
行
動
体
系
と
普
逼
的
．
特
殊
的
価
値
意
識

の

両
極

を
ク
ロ
ス
さ
せ
、
地
域
社
会
の
モ
デ
ル
化
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
図
式
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
主
体
的
－
客
体
的
行
動
体
系
、
自
治

意

識

左
い
し
市
政
関
与
意
識
の
強
弱
、
ま
た
普
遍
的
1
特
殊
的
価
値
意
識
の
分

類

ラ
イ
ン
を
ど
こ
に
引
き
、
類
型
化
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
、

こ
れ
ら
の
図
式
は
、
市
民
意
識
と
い
う
も
の
を
静
的
に
と
ら
え
図
式
化
し
た
も

の

で

あ
り
、
動
的
で
あ
る
意
識
を
い
か
に
し
て
と
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
も
考

え

な
け
れ
ぱ
な
る
ま
い
。

　
注
②

　
都
市
問
題
　
　
第
六
二
巻
　
　
第
七
号

　
　
　
　

r市
民
意
識
の
開
発
と
方
法
」
　
倉
沢
進
を
参
照

　

4
　
市
民
意
識
の
発
展
過
程

　
市
民
意
識
の
発
展
過
程
を
、
個
人
の
内
面
的
な
高
揚
過
程
と
社
会
関
係
の
構

造
化

と
い
う
両
面
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
第
2
図
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
宏
過
程
で
発
展
す
る
市
民
意
識
に
、
潜
在
的
に
あ
る
い
は
顕
在
的

に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
t
①
日
本
社
会
の
構
造
的
特
徴
（
家
族
主
義
）

か

ら
く
る
人
間
関
係
、
②
行
動
の
目
的
お
よ
び
手
段
の
選
択
に
基
準
と
し
て
作

用

す

る
価
値
志
向
、
③
政
治
的
勢
力
、
宗
教
的
勢
力
、
伝
統
的
文
化
力
な
ど
の

．’
，
H
．
a
n
力
　
（
S
o
c
i
a
l
　
g
r
o
u
p
　
o
r
　
p
r
Φ
s
s
u
r
e
・
　
g
r
o
u
p
）
　
Q
三
つ
を
考
慮
し
な
け
れ
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ぱ

な
る
ま
い
。

　

ま
ず
、
日
本
社
会
の
構
造
か
ら
出
て
く
る
日
本
人
の
性
格
的
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
人
間
の
性
格
を
形
成
す
る
環
境
と
し
て

原
始

的
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
家
族
で
あ
る
。
　
（
親
の
養
育
態
度
に
よ
っ
て
子
供
の
性
格
が
決
定
さ
れ

る
◇
と
い
う
こ
と
は
心
理
学
の
分
野
で
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
）
日
本
の
家
族
は
直
系
で
あ
り
、
　
r
家
」
が
個
人
よ
り
も
重
視
さ
れ
t

家

長

を
中
心
と
し
た
身
分
的
序
列
を
家
族
員
に
附
与
し
て
い
る
。
そ
の
家
族
は
、
身
分
的
秩
序
に
応
じ
た
行
動
が
期
待
さ
れ
、
家
族

道
徳
の

根
幹
を
な
す
親
孝
行
と
し
て
強
制
さ
れ
、
人
間
的
欲
求
を
4
さ
え
、
絶
対
服
従
に
よ
っ
て
家
族
の
和
が
保
持
さ
れ
る
。
ま
た

家
族
は
、
そ
れ
自
体
で
家
格
的
階
層
と
し
て
序
列
さ
れ
、
出
す
ぎ
た
振
舞
い
を
4
さ
え
、
分
に
応
じ
て
出
処
進
退
し
、
将
来
の
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生

活
に
お
い
て
そ
の
和
の
中
に
順

（第2図）

（社会的地位）

（利害・関心）Interest

　　　↓

連帯意識

訂
－
｝匡

丁
…
－
－

　　　↓

　　　↓

気分・心情

‖

Sooial－force

市民運動

住民参加

コ
　
　
　
エ
　
ト
ロ
　
エ
　
ロ
　

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

思想・イデオロギー

応

し
う
る
よ
う
な
子
供
の
形
成
を

期
待
す

る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
入

の
性
格

形
成

は
、
す
べ
て
家
族
主

義

的
な
社
会
環
境
の
中
で
行
な
わ

れ
、
そ
の
家
族
の
中
で
形
成
さ
れ

る

「
和
」
と
「
分
」
に
生
き
る
人

間
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
戦
後

に

な
り
、
タ
テ
社
会
と
い
わ
れ
る

構
造
は

徐
々
に
で
あ
る
が
、
同
心

円
的
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
が
、
今

だ

に
前
゜
述
の
よ
う
な
構
造
は
根
強

く
残
っ
て
い
る
。
次
い
で
、
価
値
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志

向
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
価
値
志
向
と
は
、
人
間
の
行
動
（
H
何
ら
か
の
形
の
欲
求
充
足
行
動
）
に
際
し
て
、
そ
の
目
的
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
コ

手
段
の

選
択
に

基
準

と
し
て
作
用
す
る
と
こ
ろ
の
、
望
ま
し
さ
の
観
念
で
あ
り
、
そ
の
人
物
の
多
く
の
生
活
場
面
に
共
通
し
一
貫
し

て

あ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
傾
向
性
を
指
し
て
い
る
。
最
近
は
、
社
会
構
造
の
中
間
層
的
平
準
化
と
都
市
化
、
な
ら
び
に
若
年
層
の
世
代

文
化

な
ど
で
価
値
志
向
の
変
化
が
お
こ
り
r
労
働
組
合
や
企
業
に
対
す
る
帰
属
意
識
の
減
退
、
話
会
政
治
や
既
存
政
党
に
対
す
る
期

待
の

衰
退

な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
価
値
志
向
を
ど
の
よ
う
に
経
験
的
に
把
握
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
実
に
難
題

で

あ
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
人
類
学
的
な
読
査
と
い
え
ぱ
格
式
ば
っ
て
聞
こ
え
る
が
、
要
す
る
に
、
生
活
実
態
の
き
め
細
か
い
観
察

を
通
じ
て
追
体
験
的
に
理
解
し
、
意
欲
や
感
情
や
思
惟
の
基
底
的
な
傾
向
性
を
抽
象
化
す
る
、
と
い
う
以
外
に
決
め
手
は
な
い
よ
う

で

あ
る
。
最
後
に
社
会
力
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
意
識
の
高
揚
過
程
あ
る
い
は
社
会
関
係
の
構
造
化
の
過
程
で
、
社
会
力
（
の
。
。
廿
〒

to
r
c
e
　
）
　
と
呼
ば
れ
る
圧
力
が
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
力
は
、
意
識
高
揚
、
社
会
関
係
の
構
造
化
を
助
長
し
発
展

さ
せ
る
極
面
と
、
抑
圧
し
、
停
滞
あ
る
い
は
後
退
さ
せ
る
極
面
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
が
良
い
悪
い
の
論
議
は
避
け
た
い
o

社
会
力

は
、
　
一
般
的
に
言
っ
て
政
治
的
勢
力
（
政
党
、
後
援
会
e
t
c
）
、
経
済
的
勢
力
（
経
営
者
団
体
、
同
業
組
合
、
労
組
e
毛

c
）
、
宗
教
的
勢
力
（
Y
M
C
A
、
仏
教
青
年
会
、
基
督
教
団
e
t
c
）
、
伝
統
的
文
化
力
（
講
組
、
無
尽
、
氏
子
集
団
、
檀
徒
集

団
、
血
縁
集
団
e
t
c
）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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市
民
意
識
の
判
定

　
前
述
の
よ
う
な
過
程
で
高
揚
し
て
き
た
市
民
意
歳
が
、
ど
の
程
度
な
の
か
を
知
る
に
は
非
常
な
困
難
が
伴
な
う
。
調
査
表
に
あ
ら

わ

れ
た

実
数

あ
る
い
は
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
よ
り
判
定
す
る
方
法
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
全
体
的
な
傾
向
を
見
る
に
と
ど
ま
っ
て

し
ま
う
。
ま
た
そ
の
裏
に
、
タ
テ
マ
エ
と
し
て
の
意
見
で
あ
る
の
か
、
ホ
ン
ネ
と
し
て
の
意
見
な
の
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と
い
う
側
面
も
あ
る
。

　
そ

こ
で
試
み
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
法
に
よ
る
尺
度
測
定
を
行
な
っ
て
み
た
。
各
質
問
を
ス
ケ
ー
ル
化
し
、
ス
コ
ア
を
付
け
た
。
そ
れ



そ
れ

の

質
問

の

ス
コ

ア

を
ト
ー
タ
ル
し

て

何
点
に

な
る
か
で
、
そ
の
個
人
の
市

民
惹
識
の
高

低
を
判
定
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
質
問
は
、
a
、

不
満
解

決
方

法
、
b
、
市
政
に
つ
い
て

話

し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
、
c
、
市

の

広
報
紙
を
読
ん
だ
と
と
が
あ
る
か
、

d
、
市
長
の
認
知
度
に
つ
い
て
で
あ
る

質
問

事
項
は

十
分

と
は
言
え
な
い
が
、

錯
誤

を
承
知
の
上
で
の
試
み
で
あ
る
。

　

ス
コ

ア

は

下
記
の

と
お
り
で
あ
る
。

（第
5
図
）

　
住
民

と
し
て
の
最
低
限
得
点
し
て
ほ

し
い
ス
コ
ア
を
5
点
と
し
、
判
定
し
て

み

る
と
、
5
点
以
上
の
ス
コ
ア
を
得
た

人

は
、
第
1
表
に
見
る
よ
う
に
二
二
人

と
五
人
に
一
人
の
割
合
で
あ
り
、
地
域

的
に

み

る
と
高
い
と
は
言
え
な
い
。

　
次
に
近
所
と
の
接
触
度
、
住
民
の
定

十2十1D

abo

（第5図）

A　不満解決方法

一2　　　　　　　　－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

e d

a：陳情・請願した。解決のための運動の組織づくりに参加した。

b：市役所・県庁・公団などの関係機関に直接たのんだ。自治会・町内会に

　　たのんだ。その他の団体にたのんだ。

c：地元有力者にたのんだ。議員などの政治家にたのんだ。

d：マスコミに訴えた。

e：具体的になにもしなかった。DK・NA

市政について話し合ったことがあるか。B

　　士2
良く話し
合う

　　十1

ときどき話し
合う

0

ふつう

一
～1

あまり話し合っ
たことがない

　一2

話し合ったこと

がないDK・NA

市の広報紙を読んだことがあるか。O

　　士1

良く読む

0

時々読む

　一1

読んだことがない

市長の認知度D

　　　十1

知っている

τ1

知らない
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第1表

S
一
6
一
5
一
4
一
3
一 2 一 1 0 十1 十2 十5 十4 十5 十6

N 4 5 7 15 7 15 8 6 14 15 8 1 0

＄叙 一
24
一
15 一28 一ろ9 一14 一15 0 十6 十28 十39 十52 十5 0

迎）＿＿0．255
　　　N

（S×N）＝－25

第2表

2’（s×ロ）

接　触　度　と　の　ク　ロ　ス
n

顔も知らないくらい。道であえば何かとあいさつする程度 一 〇．71

留守中のことなど、おたがいにたのみあう程度 一 〇．14

とくに用事がなくとも親しく訪ね合う間柄、趣味や行事を一緒に行なう親しい間柄

十〇．31

定着感とのクロス
．Σ（s×n）

n

住み続けたい 一 〇．44

移りたい 一 〇．15

DK・NA 一〇55

着
感

と
を
ク
ロ
ス
し
て
検
討
し
て
み
た
。
　
（
第
2
表
）

　

こ
れ
を
み
る
と
、
近
所
と
の
接
触
度
が
高
い
程
ス
コ
ア
が
高
い
数

値

を
示
し
て
い
る
が
、
定
着
感
に
関
し
て
は
、
住
み
続
け
た
い
と
希

望

し
て
い
る
住
民
よ
り
も
、
移
動
を
希
望
し
て
い
る
住
民
の
方
が
高

い

ス
コ

ア

を
示
し
て
い
る
。

　
接
触
度
の
高
い
住
民
が
高
い
ス
コ
ア
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
ゴ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
。
ン
の
発
展
と
い
う
要
素
か
ら
論
ず
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
定
住
希
望
者
の
低
ス
コ
ア
は
ど
こ
に
原
因

が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
安
住
の
地

と
し
て
安
堵
感
か
ら
く
る
意
識
的
停
滞
で
あ
り
、
関
心
が
外
的
な
も

　
　
　
　
　
　
　

の

よ
り
も
、
内
的
な
も
の
へ
志
向
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　

い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
諸
々
の
要

　
　
　
　
　
　
　

因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で

　
　
　
　
　
　
　
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）
市
民
意
識
の
判
定
に
用
い
た
調
査
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
が
昭

和
四

七

年
一
〇
月
三
日
～
1
0
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六

日
に
か
け
て
、
千
葉
県
千
葉
市
幸
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
丁

目
日
本
住
宅
公
団
幸
町
団
地
で
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ

た

意
識
調
査

を
基
に
し
て
行
な
っ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
c
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